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要約
このガイドでは、Windows® HPC Server 2008 を使用して高性能なコンピューティング クラスタをインストールするための、基本的な概念および一般的な手順について説明します。HPC クラスタ内でヘッド ノードを展開および構成したり、クラスタに計算ノードを追加したり、クラスタが正常に展開されたことを確認したりするときには、このガイドを参照してください。 
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Windows HPC Server 2008 ファースト ステップ ガイド
このガイドでは、Windows® HPC Server 2008 を使用して高性能なコンピューティング クラスタをインストールするための、基本的な概念および一般的な手順について説明します。
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[image: image3.png]


注
HPC クラスタを構成するときには、フェールオーバー クラスタ環境にヘッド ノードをインストールすることで、高可用性を実現できます。ヘッド ノードとして機能しているサーバーに障害が発生した場合は、(フェールオーバー プロセスを通じて) フェールオーバー クラスタ内の他のサーバーが自動的にヘッド ノードとして機能し始めます。フェールオーバー クラスタリングを使用した HPC クラスタの実行の詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=123894 (英語) を参照してください。
チェックリスト : HPC クラスタの展開 (概要)

次のチェックリストは、Windows HPC Server 2008 クラスタの展開プロセスを示しています。チェックリスト内の各作業は、このドキュメント内でそれらの作業の手順について説明しているセクションにリンクしています。 

	作業
	説明

	手順 1 : 展開の準備
	HPC クラスタを展開する前に、前提条件と初期段階の考慮事項を確認します。

	手順 2 : ヘッド ノードの展開
	Windows Server 2008 と HPC Pack 2008 をインストールしてヘッド ノードを展開します。

	手順 3 : ヘッド ノードの構成
	構成作業リストの手順に従ってヘッド ノードを構成します。

	手順 4 : クラスタへの計算ノードの追加
	ベア メタルから展開するか、XML ファイルからインポートするか、手動で構成して、ノードをクラスタに追加します。

	手順 5 : クラスタでの診断テストの実行
	診断テストを実行して、クラスタが正常に展開されたことを確認します。


手順 1 : 展開の準備
HPC クラスタの展開時には、最初に、クラスタへのノードの追加方法やクラスタのネットワーク トポロジなどの、重要なことを決定します。次のチェックリストは、展開の準備の手順を示しています。
チェックリスト : 展開の準備
	作業
	説明

	1.1. 初期段階の考慮事項とシステム要件の確認
	初期段階での考慮事項とシステム要件に従って、HPC クラスタの展開に必要なハードウェアとソフトウェアのコンポーネントがすべて揃っていることを確認します。

	1.2. クラスタへの計算ノードの追加方法の決定
	ベア メタル、事前構成されたノード、XML ファイルのいずれから、クラスタに計算ノードを追加するのかを決定します。

	1.3. クラスタの Active Directory ドメインの選択
	HPC クラスタのヘッド ノードおよび計算ノードが参加する Active Directory® ドメインを選択します。

	1.4. インストールおよび診断に使用するユーザー アカウントの選択
	インストール タスクおよび診断タスクを実行するのに十分な特権を持つ既存のドメイン アカウントを選択します。

	1.5. クラスタのネットワーク トポロジの選択
	クラスタ内でのノードの接続方法、およびクラスタとエンタープライズ ネットワークとの接続方法を選択します。

	1.6. マルチキャストの準備 (省略可能)
	ベア メタルからノードを展開し、展開時に使用するオペレーティング システム イメージをマルチキャストする場合は、ネットワーク スイッチを適切に構成します。

	1.7. スクリプト化された電源管理ツールを統合するための準備 (省略可能)
	計算ノードをリモートで起動、シャットダウン、および再起動するための独自の電源管理ツールを使用する場合は、電源管理ツールの必要なコンポーネントをすべて入手し、テストします。


1.1. 初期段階の考慮事項とシステム要件の確認
以降のセクションでは、確認する必要がある初期段階の考慮事項の一部と、Windows HPC Server 2008 のハードウェア要件とソフトウェア要件について説明します。
初期段階の考慮事項
HPC クラスタを展開する前に、次に示す初期段階の考慮事項について確認してください。
以前のバージョンとの互換性
Windows HPC Server 2008 と Windows Compute Cluster Server 2003 との間の互換性は、次のとおりです。

Windows HPC Server 2008 には、Windows Compute Cluster Server 2003 に統合されたアプリケーションとのアプリケーション プログラミング インターフェイス (API) レベルの互換性が備わっています。ただし、これらのアプリケーションを Windows Server® 2008 で実行するには、変更を加える必要があります。Windows Server 2008 でのアプリケーションの実行時に問題が発生した場合は、ソフトウェア ベンダにお問い合わせください。

Windows HPC Server 2008 では、Windows Compute Cluster Server 2003 クライアントからのジョブ送信 (各種のコマンドライン ツール、計算クラスタのジョブ マネージャ、および COM API を使用したジョブ送信など) をサポートしています。

クラスタ管理コンソール (HPC クラスタ マネージャ)、ジョブ スケジューリング コンソール (HPC ジョブ マネージャ)、コマンドライン ツール、API などの Windows HPC Server 2008 クライアント ツールは、Windows Compute Cluster Server 2003 クラスタのジョブの管理または送信には使用できません。

Windows Compute Cluster Server 2003 ノードと Windows HPC Server 2008 ノードの両方を持つクラスタは、サポートされていません。

同一コンピューターへの Windows HPC Server 2008 と Windows Compute Cluster Server 2003 のサイド バイ サイド インストールはサポートされていません (Windows HPC Server 2008 クライアントのユーティリティも含む)。

Windows Compute Cluster Server 2003 のヘッド ノードから Windows HPC Server 2008 のヘッド ノードへのアップグレードはサポートされていません。
インストール時に追加されるサーバーの役割
HPC Pack 2008 をインストールすると、次に示すサーバーの役割がヘッド ノードに追加されます。

DHCP サーバー。計算ノードの IP アドレスと関連情報を提供します。

Windows 展開サービス。計算ノードをリモートで展開します。

ファイル サービス。共有フォルダを管理します。

ネットワーク ポリシーとアクセス サービス。ネットワーク アドレス変換 (NAT) サービスをクラスタ ノードで使用できるように、ルーティングとリモート アクセスを有効にします。
ハードウェア要件
Windows HPC Server 2008 のハードウェア要件は、64 ビット エディションの Windows Server 2008 の要件に非常によく似ています。
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注
システム要件などの、Windows Server 2008 のインストールの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=119578 (英語) を参照してください。 

プロセッサ (x64 ベース) : 

最小 : 1.4 GHz  


推奨 : 2 GHz 以上
RAM : 

最小 : 512 MB 


推奨 : 2 GB 以上
使用可能なディスク容量 : 

最小 : 50 GB  


推奨 : 80 GB 以上 

ドライブ : 

DVD-ROM ドライブ 

ネットワーク アダプタ : 

ヘッド ノードおよび計算ノード上のネットワーク アダプタの数は、クラスタに選択したネットワーク トポロジによって決まります。さまざまな HPC クラスタ ネットワーク トポロジの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=124377 (英語) を参照してください。 

ソフトウェア要件
Windows HPC Server 2008 クラスタ内のヘッド ノードと計算ノードのソフトウェア要件は、次のとおりです。

Windows Server 2008 HPC Edition、またはそれとは別の 64 ビット版の Windows Server 2008 


Microsoft HPC Pack 2008 

ユーザーが HPC クラスタにジョブを送信できるようにするために、Microsoft HPC Pack 2008 に付属のユーティリティをクライアント コンピューターにインストールできます。これらのクライアント コンピューターでは、次のいずれかのオペレーティング システムが実行されている必要があります。

Service Pack 3 以降が適用された Windows XP Professional (x86 ベースまたは x64 ベース) 


Windows Vista® Enterprise、Windows Vista Business、Windows Vista Home、および Windows Vista Ultimate 


Windows Server 2003 Standard Edition、または Service Pack 2 以降が適用された Windows Server 2003 Enterprise Edition (x86 ベースまたは x64 ベース) 


Windows Server 2003 Compute Cluster Edition 


Windows Server 2003 R2 Standard Edition、または Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition (x86 ベースまたは x64 ベース)  

1.2. クラスタへの計算ノードの追加方法の決定
クラスタに計算ノードを追加する方法としては、次の 3 とおりがあります。

ベア メタルから追加する。計算ノードがクラスタに追加されるときに、オペレーティング システムと必要なすべての HPC クラスタ コンポーネントが自動的に各計算ノードにインストールされます。オペレーティング システムまたはその他のソフトウェアを手動でインストールする必要はありません。 


事前構成された計算ノードを追加する。計算ノードでは、Windows Server 2008 HPC Edition またはそれ以外の 64 ビット版の Windows Server  2008 が実行されており、Microsoft HPC Pack 2008 が各ノードに手動でインストールされます。 


ノードの XML ファイルをインポートする。展開されるすべてのノードが指定された XML ファイルが使用されます。この XML ファイルは、ベア メタルや事前構成されたノードからノードを追加する場合にも使用できます。ノード XML ファイルの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=124145 (英語) を参照してください。
HPC クラスタへのノードの追加方法を選択するときの考慮事項は、次のとおりです。

ベア メタルからノードを展開する場合は、計算ノードのコンピューター名が自動的に生成されます。新しいノードのコンピューター名が自動的に生成されるときに使用される名前付け規則を、構成プロセスで指定する必要があります。 


計算ノードには、それらのノードが展開される順序に従ってコンピューター名が割り当てられます。 


ベア メタルから計算ノードを追加して、別の方法でコンピューター名を割り当てるには、ノード XML ファイルを使用します。ノード XML ファイルの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=124145 (英語) を参照してください。

事前構成されたノードをクラスタに追加する場合は、Windows Server 2008 HPC Edition またはそれ以外の 64 ビット版の Windows Server 2008 (インストールされていない場合) と、Microsoft HPC Pack 2008 を各ノードにインストールする必要があります。 

1.3. クラスタの Active Directory ドメインの選択
HPC クラスタ内のヘッド ノードと計算ノードは、Active Directory ドメインのメンバである必要があります。クラスタを展開する前に、HPC クラスタに使用する Active Directory ドメインを選択する必要があります。
クラスタを参加させることができる Active Directory ドメインがない場合や、クラスタを既存のドメインに参加させたくない場合には、ヘッド ノードに Active Directory ドメイン サービスの役割をインストールして、そのノードでドメイン コントローラを構成できます。Windows Server 2008 が実行されているコンピューターへの Active Directory ドメイン サービスの役割のインストールの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=119580 (英語) を参照してください。 
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注意
ヘッド ノードに Active Directory ドメイン コントローラをインストールして構成する場合に、新しい Active Directory ドメインをエンタープライズ ネットワークから独立させるための適切な方法、または新しいドメインを既存の Active Directory フォレストに参加させる方法については、ネットワーク管理者に問い合わせてください。
1.4. インストールおよび診断に使用するユーザー アカウントの選択
HPC クラスタの構成時には、インストールおよび診断に使用されるドメイン ユーザー アカウントの資格情報を提供する必要があります。クラスタを展開する前に、既存のアカウントを選択するか、新しいアカウントを作成します。
 ユーザー アカウントを選択するときの考慮事項は、次のとおりです。

選択するユーザー アカウントは、計算ノードの Active Directory コンピューター アカウントを作成するために必要な特権を持つドメイン アカウントでなければなりません。コンピューター アカウントは、自分で手動で作成することも、ドメイン管理者に依頼して作成してもらうこともできます。

展開中にエンタープライズ ネットワーク上のリソース (ネットワーク サーバー上の使用可能なインストール ファイルなど) にアクセスする必要がある場合は、それらのリソースにアクセスするために必要なアクセス許可がユーザー アカウントに付与されている必要があります。 


クラスタ管理コンソール (HPC クラスタ マネージャ) からリモートでノードを再起動する場合、アカウントは、ヘッド ノード上のローカル Administrators グループのメンバである必要があります。この要件を満たす必要があるのは、計算ノードをリモートで再起動するために使用できるスクリプト化された電源管理ツールがない場合のみです。
1.5. クラスタのネットワーク トポロジの選択
Windows HPC Server 2008 では、5 つのクラスタ トポロジがサポートされます。これらのトポロジでは、クラスタ内の計算ノードどうしの接続方法、およびこれらの計算ノードとエンタープライズ ネットワークとの接続方法が異なります。サポートされる 5 つのクラスタ トポロジは、次のとおりです。

トポロジ 1 : 計算ノードがプライベート ネットワーク上で分離されている。 


トポロジ 2 : すべてのノードがエンタープライズ ネットワーク上およびプライベート ネットワーク上に存在する。 


トポロジ 3 : 計算ノードがプライベート ネットワーク上およびアプリケーション ネットワーク上で分離されている。

トポロジ 4 : すべてのノードがエンタープライズ ネットワーク上、プライベート ネットワーク上、およびアプリケーション ネットワーク上に存在する。

トポロジ 5 : すべてのノードがエンタープライズ ネットワーク上に存在する。
各ネットワーク トポロジの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=124377 (英語) を参照してください。 

ネットワーク トポロジを選択するときは、既存のネットワーク インフラストラクチャを考慮する必要があります。

選択したトポロジで、エンタープライズ ネットワーク、プライベート ネットワーク、およびアプリケーション ネットワークとして機能するネットワークを決定します。

自動構成時に、エンタープライズ ネットワークに接続されるネットワーク アダプタがヘッド ノード上にないようにします (つまり、そのアダプタの IP アドレスが 169.254 で開始しないようにします。そのアダプタには、有効な IP アドレスが、動的にまたは手動で (静的) 割り当てられる必要があります。

プライベート ネットワークを含むトポロジを選択し、ベア メタルからクラスタにノードを追加する場合は、次の点を確認してください。  


プライベート ネットワーク上に Pre-Boot Execution Environment (PXE) サーバーがないこと。

プライベート ネットワークで既存の DHCP サーバーを使用する場合は、そのサーバーが、ヘッド ノードをネットワーク内の PXE サーバーとして認識するよう構成されていること。

 ヘッド ノード上でプライベート ネットワークまたはアプリケーション ネットワークに対して DHCP サーバーを有効にする場合、それらのネットワークに他の DHCP サーバーが接続されているときには、他の DHCP サーバーを無効にする必要があります。

既存のドメイン ネーム システム (DNS) サーバーが計算ノードと同じネットワークに接続されている場合には、特に何もする必要はありません。ただし、計算ノードは、自動的に DNS サーバーから登録解除されます。

インターネット プロトコル セキュリティ (IPsec) がグループ ポリシーを使用してドメインに設定されているかどうかを確認する方法については、システム管理者に問い合わせてください。IPsec がグループ ポリシーを使用してドメインに設定されている場合は、展開時に問題が発生することがあります。回避策としては、ヘッド ノードを IPsec 境界サーバーにして、PXE サーバーの起動時に計算ノードがヘッド ノードと通信できるようにします。
1.6. マルチキャストの準備 (省略可能)

ベア メタルからノードを展開し、展開時に使用するオペレーティング システム イメージをマルチキャストする場合は、次のような準備を行うことをお勧めします。

インターネット グループ管理プロトコル (IGMP) スヌーピングを使用できる場合は、ネットワーク スイッチでこの機能を有効にします。これにより、マルチキャストのトラフィックが減少します。 


ネットワーク スイッチでスパニング ツリー プロトコル (STP) が有効になっている場合は、この機能を無効にします。 
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注
これらの設定の詳細については、ネットワーク管理者またはネットワーク ハードウェアのベンダに問い合わせてください。
1.7. スクリプト化された電源管理ツールを統合するための準備 (省略可能)

クラスタ管理コンソール (HPC クラスタ マネージャ) では、計算ノードをリモートで起動、シャットダウン、および再起動できます。これらの操作は、オペレーティング システムのコマンドを使用して電源管理操作を実行するスクリプト ファイル (CcpPower.bat) にリンクされています。このスクリプト ファイルの既定のオペレーティング システム コマンドは、クラスタ ソリューションのベンダから提供される IPMI (Intelligent Platform Management Interface) などの独自の電源管理スクリプトに置き換えることができます。　
この統合の準備では、必要なすべてのスクリプト、ダイナミック リンク ライブラリ (DLL)、およびその他の電源管理ツールのコンポーネントをすべて取得する必要があります。必要なコンポーネントをすべて取得したら、それらのコンポーネントを個別にテストして、クラスタで計算ノードとして展開する予定のコンピューター上で意図したとおりに機能することを確認します。
CcpPower.bat を変更して独自のスクリプト化電源管理ツールを統合する方法の詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=124378 (英語) を参照してください。
手順 2 : ヘッド ノードの展開
HPC クラスタを展開するために、次にすることは、ヘッド ノードの展開です。次のチェックリストは、ヘッド ノードを展開する手順を示しています。
チェックリスト : ヘッド ノードの展開
	作業
	説明

	2.1. ヘッド ノード コンピューターへの Windows Server 2008 のインストール
	ヘッド ノードとして機能するコンピューターに、Windows Server 2008 HPC Edition またはそれ以外の 64 ビット版の Windows Server 2008 をインストールします。

	2.2. ドメインへのヘッド ノード コンピューターの参加
	ヘッド ノードとして機能するコンピューターを Microsoft Active Directory ドメインに参加させます。

	2.3. ヘッド ノード コンピューターへの Microsoft HPC Pack 2008 のインストール
	ヘッド ノードとして機能するコンピューターに Microsoft HPC Pack 2008 をインストールします。インストール メディアを使用してインストールするか、ネットワーク上の場所からインストールしてください。


2.1. ヘッド ノード コンピューターへの Windows Server 2008 のインストール
HPC クラスタのヘッド ノードを展開するには、最初に、Windows Server 2008 HPC Edition またはそれ以外の 64 ビット版の Windows Server 2008 をヘッド ノードとして機能するコンピューターにインストールする必要があります。システム要件などの、Windows Server 2008 のインストールの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=119578 (英語) を参照してください。 
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重要
Microsoft HPC Pack 2008 をインストールするときには、あらかじめ Windows Server 2008 のクリーン インストールを実行しておくことをお勧めします。Windows Server 2008 がインストールされている状態で Microsoft HPC Pack 2008 をインストールする場合は、サーバーの役割をすべて削除してから、このガイドの手順に従ってください。
[image: image8.png]


注
また、ハードウェア ベンダの Web サイトから、ヘッド ノード コンピューターの最新のデバイス ドライバを入手することをお勧めします。
2.2. ドメインへのヘッド ノード コンピューターの追加
「手順 1 : 展開の準備」のセクションで説明したように、ヘッド ノードは、Active Directory ドメインのメンバである必要があります。ヘッド ノードに Windows Server 2008 をインストールしたら、ヘッド ノードを既存の Active Directory ドメインに手動で参加させます。
2.3. ヘッド ノード コンピューターへの Microsoft HPC Pack 2008 のインストール
ヘッド ノード コンピューターに Windows Server 2008 をインストールし、ヘッド ノードを Active Directory ドメインに参加させると、ヘッド ノードに Microsoft® HPC Pack 2008 をインストールできるようになります。
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ヘッド ノード コンピューターに Microsoft HPC Pack 2008 をインストールするには
	1.
ヘッド ノードとして機能するコンピューターで Microsoft HPC Pack 2008 のインストール ウィザードを開始するには、HPC Pack 2008 のインストール メディアまたはネットワーク上の場所から、setup.exe を実行します。
2.
[はじめに] ページで [次へ] をクリックします。 

3.
[マイクロソフト ソフトウェア ライセンス条項] ページの使用許諾契約書のソフトウェア ライセンス条項を読むか印刷して、その内容に同意するかどうかを判断します。条項に同意する場合は、[次へ] をクリックします。
4.
[インストールの種類の選択] ページで、[ヘッド ノードを作成することで新しい HPC クラスタを作成する] をクリックし、[次へ] をクリックします。 

5.
 インストール ウィザードの手順に従って操作を続行します。


手順 3 : ヘッド ノードの構成
HPC クラスタのヘッド ノードを展開した後は、HPC クラスタ マネージャの構成作業リストに従って、そのヘッド ノードを構成する必要があります。
チェックリスト : ヘッド ノードの構成
次のチェックリストは、ヘッド ノードを構成するために完了する必要がある、HPC クラスタ マネージャの構成作業リストの項目を示しています。
	作業
	説明

	3.1. HPC クラスタ ネットワークの構成
	[ネットワーク構成ウィザード] を使用してクラスタ ネットワークを構成します。

	3.2. インストール資格情報の提供
	システム構成用に使用する資格情報、および新しいノードをクラスタに追加するときに使用する資格情報を指定します。

	3.3. 新しいノードの名前付けの構成
	新しい計算ノードの名前が自動的に生成されるときに使用される名前付け規則を指定します。

	3.4. ノード テンプレートの作成
	計算ノードの構成時に実行する手順を定義するテンプレートを作成します。

	3.5. オペレーティング システム イメージのドライバの追加 (省略可能)
	特別なデバイス ドライバを必要とする計算ノードをベア メタルから展開する場合は、ノード テンプレート用に作成したオペレーティング システム イメージのドライバを追加します。

	3.6. ユーザーの追加または削除 (省略可能)
	組織内の他のメンバに、クラスタへのアクセス許可を付与する場合は、クラスタのユーザーまたは管理者を追加または削除します。


3.1. HPC クラスタ ネットワークの構成
HPC クラスタ ネットワークの構成は、ヘッド ノードの構成時に最初に実行する手順です。HPC クラスタ ネットワークは、HPC クラスタ マネージャの [ネットワーク構成ウィザード] に従って構成します。HPC クラスタ ネットワークを構成するときには、「手順 1 : 展開の準備」の説明に従い、クラスタに対して選択したネットワーク トポロジを選択する必要があります。
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重要
HPC クラスタ マネージャで HPC クラスタ ネットワークを構成する前に、ヘッド ノードと、クラスタに計算ノードとして追加するコンピューターが、クラスタに対して選択したネットワーク トポロジに従って物理的に接続されていることを確認してください。また、ヘッド ノード内の各ネットワーク アダプタがどのネットワークに接続されているかがわかるようになっていることも確認してください。
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HPC クラスタ ネットワークを構成するには
	1.
HPC クラスタ マネージャを起動します (ヘッド ノードでまだ起動されていない場合)。[スタート] ボタンをクリックし、[すべてのプログラム] をポイントします。次に、[Microsoft HPC Pack] をポイントし、[HPC クラスタ マネージャ] をクリックします。
2.
[作業リスト] で [ ネットワークの構成] をクリックします。 

3.
 [ネットワーク構成ウィザード] の手順に従います。


3.2. インストール資格情報の提供
新しい計算ノードを構成するには、インストール資格情報を提供する必要があります。これらの資格情報は、オペレーティング システムやアプリケーションをインストールするとき、および Active Directory ドメインにノードを追加するときに使用されます。また、クラスタ ノードで診断テストを実行するときにも、同じ資格情報が使用されます。
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インストール資格情報を提供するには
	1.
[作業リスト] で [インストール資格情報の提供] をクリックします。[インストールの資格情報] ダイアログ ボックスが表示されます。
2.
ドメインを含むユーザー名 (ドメイン\ユーザー)、および計算ノードの展開と診断テストの実行に使用するドメイン ユーザー アカウントのパスワードを入力します。 
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重要
アカウントは、計算ノードの Active Directory コンピューター アカウントを作成するために必要な特権を持つドメイン アカウントでなければなりません。コンピューター アカウントは、自分で手動で作成することも、ドメイン管理者に依頼して作成してもらうこともできます。
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重要
展開中にエンタープライズ ネットワーク上のリソースにアクセスする必要がある場合は、それらのリソースにアクセスするために必要なアクセス許可がアカウントに付与されている必要があります。
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重要
クラスタ管理コンソール (HPC クラスタ マネージャ) からリモートでノードを再起動する場合は、HPC クラスタ管理者としてのアカウントがヘッド ノードに追加される必要があります。この要件を満たす必要があるのは、計算ノードをリモートで再起動するために使用できるスクリプト化された電源管理ツールがない場合のみです。
3.
指定した資格情報を保存するには、[OK] をクリックします。


3.3. 新しいノードの名前付けの構成
ベア メタルから計算ノードを展開するときに、クラスタにノードをインポートするためのノードの XML ファイルを使用していないと、展開される新しいノードのコンピューター名が Windows HPC Server 2008 によって自動的に生成されます。これらの名前の生成方法を、名前付け系列を定義して指定する必要があります。 

名前付け系列を定義するには、ルート名とそれに続く開始番号を選択します。開始番号は、パーセント記号 (%) で囲みます。たとえば、ClusterNode%1000% のようになります。
ベア メタルから計算ノードを展開する場合、ノードには、使用可能になる順序に従って名前が付けられます。たとえば、ClusterNode-%100% という名前付け系列を指定して 3 つのノードを展開する場合、これらのノードには、次のように名前が付けられます。 


ClusterNode-100 


ClusterNode-101 


ClusterNode-102 
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重要
計算ノード名は、15 文字以内でなければなりません。計算ノードの名前付け系列を指定するときは、展開時の計算ノードの数を考慮し、指定する名前付け系列で 15 文字を超える名前が生成されないようにします。たとえば、1,000 個の計算ノードを展開し、開始番号が 1 である場合は、ルート名が 12 文字を超えないようにします。そうしないと、ノード番号 1,000 の名前に 16 文字必要になります。
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計算ノードの名前付け系列を指定するには
	1.
[作業リスト] で [新しいノードの名前付けの構成] をクリックします。[計算ノードの名前付け系列の指定] ダイアログ ボックスが表示されます。
2.
使用する名前付け系列を入力します。名前付け系列がどのように計算ノードの名前に適用されるかを、プレビューで確認できます。 
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注
数字のみで構成される、計算ノードの名前付け系列を指定することはできません。 

3.
指定の計算ノードの名前付け系列を保存するには、[OK] をクリックします。


3.4. ノード テンプレートの作成
ノード テンプレートは、Windows HPC Server 2008 で新たに導入されました。ノード テンプレートでは、クラスタの計算ノードを構成または追加するために必要なタスクを定義します。ノード テンプレートを使用すると、オペレーティング システム イメージの展開、計算ノードへの特定のドライバおよびソフトウェアの追加、またはクラスタへの事前に構成されたノードの追加を行えます。複数の種類の計算ノードが存在する場合や、いくつかの異なる方法でクラスタに計算ノードを追加する場合などには、ノードや状況に応じたテンプレートを作成して適用できます。 

次の 2 種類のノード テンプレートを作成できます。 


オペレーティング システム イメージ付きのもの。この種類のテンプレートでは、計算ノードにオペレーティング システムが展開されます。ベア メタルから計算ノードを追加する場合には、この種類のテンプレートを使用します。 


オペレーティング システム イメージなしのもの。この種類のテンプレートは、事前構成された計算ノードをクラスタに追加する場合や、既存のノードを更新する場合に使用します。 

HPC クラスタの初期展開用に作成するテンプレートの種類は、クラスタへの計算ノードの追加方法によって異なります。 
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重要
オペレーティング システム イメージ付きのノード テンプレートを作成する場合は、Windows Server 2008 HPC Edition またはそれ以外の 64 ビット版の Windows Server 2008 のインストール メディアが必要になります。あるいは、ヘッド ノード コンピューターからアクセスできるネットワーク上の場所に、使用可能なインストール ファイルが存在している必要があります。 
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ノード テンプレートを作成するには
	1.
[作業リスト] で [ ノード テンプレートの作成] をクリックします。 

2.
[ノード テンプレートの作成ウィザード] の手順に従います。
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注
[ノード テンプレートの作成ウィザード] を使用して作成するノード テンプレートには、代表的な展開タスクと構成タスクが含まれます。[ノード テンプレート エディタ] を使用すると、作成するノード テンプレートにタスクを追加できます。詳細については、[ノード テンプレートの作成ウィザード] の [テンプレート名の指定] ページで [ノード テンプレートについて] をクリックしてください。


3.5. オペレーティング システム イメージのドライバの追加 (省略可能)

特別なデバイス ドライバを必要とする計算ノードをベア メタルから展開する場合は、ヘッド ノードの構成時にそれらのドライバを追加する必要があります。ドライバは、.inf 形式でなければならず、イメージ ストア内のすべてのオペレーティング システム イメージで使用できる必要があります。 
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注
また、ハードウェア ベンダの Web サイトから、計算ノードの最新のデバイス ドライバを入手することをお勧めします。
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オペレーティング システム イメージのドライバを追加するには
	1.
[作業リスト] で [ドライバの管理] をクリックします。[ドライバの管理] ダイアログ ボックスが表示されます。
2.
ドライバを追加するには、[追加] をクリックします。 

3.
追加するドライバのセットアップ情報ファイル (.inf 形式) の場所を入力するか参照して、[開く] をクリックします。 

4.
追加するすべてのドライバに対して、上記の 2 つの手順を繰り返します。 

5.
ドライバの追加が完了したら、[閉じる] をクリックします。


3.6. ユーザーの追加または削除 (省略可能)

組織内の他のメンバにクラスタへのアクセス許可を付与する場合は、それらのメンバを HPC クラスタのユーザーまたは HPC クラスタ管理者として追加する必要があります。インストール時に既定で追加されたユーザーや管理者を削除することもできます。 
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重要
インストール時に HPC クラスタ ユーザーとして [Domain Users] グループが追加されます。ドメイン内の一部のユーザーにのみクラスタへのアクセス許可を付与する場合は、HPC クラスタ ユーザーの一覧から [Domain Users] グループを削除して、HPC クラスタのユーザーに対して作成された異なるドメイン グループを追加するか、ドメイン ユーザーを個別に追加します。
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クラスタのユーザーを追加または削除するには
	1.
[作業リスト] で [ユーザーの追加または削除] をクリックします。 

2.
クラスタにユーザーを追加するには 

a.
[操作] ペインで、[ユーザーの追加] をクリックします。[ユーザーまたはグループの選択] ダイアログ ボックスが表示されます。 

b.
追加するユーザーの名前を入力して、[名前の確認] をクリックします。詳細については、[ユーザーまたはグループの選択] ウィンドウで、[例] をクリックします。  

c.
追加するすべてのユーザーに対して、前の手順を繰り返します。 

d.
ユーザーの追加が完了したら、[OK] をクリックします。 

3.
クラスタに管理者を追加するには 

a.
[操作] ペインで、[管理者の追加] をクリックします。[ユーザーまたはグループの選択] ダイアログ ボックスが表示されます。 

b.
追加する管理者のユーザー名を入力して、[名前の確認] をクリックします。詳細については、[ユーザーまたはグループの選択] ウィンドウで、[例] をクリックします。  

c.
追加するすべての管理者に対して、前の手順を繰り返します。 

d.
管理者の追加が完了したら、[OK] をクリックします。 

4.
ユーザーまたは管理者を削除するには、[ユーザー] 一覧でユーザーまたは管理者を選択して、[削除] をクリックします。


手順 4 : クラスタへの計算ノードの追加
Windows HPC Server 2008 では、ノードのイメージを自動的に作成したり、ノードに自動的に名前を付けたりする機能などの、展開作業を簡素化するための各種機能を使用して、計算ノードを簡単に展開できます。また、展開の進行状況を監視するために使用できるツールも用意されています。
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重要
Windows HPC Server 2008 よりも前のバージョンの製品とは異なり、Windows HPC Server 2008 では、既定で既存の計算ノードからの Pre-Boot Execution Environment (PXE) 要求のみに応答します。この既定の設定は、[ノードの追加ウィザード] を使用してベア メタルからノードを追加するときに自動的に変更されます。また、[展開の設定] の下の [オプション] メニューで、この設定を手動で変更することもできます。
ノード テンプレートの作成後、[ノードの追加ウィザード] を使用して HPC クラスタに計算ノードを追加できます。クラスタに計算ノードを追加する方法としては、次の 3 とおりがあります。

ベア メタルから計算ノードを展開

ノードの XML ファイルをインポートして計算ノードを追加

事前に構成された計算ノードを追加
これらの 3 つのノードの展開オプションの詳細については、『Windows HPC Server 2008 展開ガイド』 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=117921)　（英語） を参照してください。
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計算ノードをクラスタに追加するには
	1.
[作業リスト] で [計算ノードの追加] をクリックします。
2.
[ノードの追加ウィザード] の手順に従います。
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注
クラスタに計算ノードを追加するための操作手順は、HPC クラスタ マネージャのヘルプに記載されています。これらの手順を確認するには、[ノードの追加ウィザード] の [展開方法の選択] ページで、[クラスタへのノードの追加] をクリックします。


手順 5 : クラスタでの診断テストの実行
ヘッド ノードを構成してクラスタにすべての計算ノードを追加した後は、診断テストを実行してクラスタの機能を検証し、構成上の問題のトラブルシューティングを実施する必要があります。 
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クラスタで診断テストを実行するには
	1.
[作業リスト] で ([診断] の下の) [クラスタの検証] をクリックします。
2.
[診断の実行] ダイアログ ボックスで [機能テストをすべて実行する] オプションと [すべてのノード] オプションが選択されていることを確認し、[OK] をクリックします。 

3.
診断テストの進行状況とテスト結果を確認するには、[診断] で [テスト結果] をクリックします。
4.
テストについての詳細情報を表示するには、テストをダブルクリックします。テスト結果のセクションで情報を展開表示するには、そのセクションの下矢印をクリックします。
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注
診断テストを使用したクラスタのトラブルシューティングの詳細については、http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=122091 (英語) を参照してください。


その他のリソース

HPC クラスタの設計および展開についての詳細情報は、Microsoft の Web サイトからオンラインで入手できます。

Windows HPC Server 2008 設計ガイド (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=124376)　(英語)

Windows HPC Server 2008 展開ガイド (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=117921)　(英語)


手順ガイド、技術情報、トラブルシューティング ガイドなどのその他のオンライン情報は、Windows HPC Server 2008 TechCenter (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=119594) (英語) で参照できます。 


HPC クラスタ マネージャには、総合的な情報を提供するヘルプ ドキュメントが用意されています。このドキュメントには、状況依存ヘルプのリンクをクリックするか、F1 キーを押すことによって、ユーザー インターフェイスからアクセスできます。
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